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平成１９年度 第３回 函館市恵山地域審議会会議録 

開催日時  平成２０年３月２６日 月曜日 １４時００分～１５時２７分 

開催場所  函館市恵山支所 ２階 大会議室 

内  容 議 題 

（１）前回の意見等の集約結果と取組状況について 

（２）平成２０年度地域事業別計画（案）について 

（３）平成２０年度地域審議会開催スケジュール（案）について 

（４）地域振興全般に関する意見交換について 

   ①病院事業について 

   ②その他 

（４）その他 

出席委員等  斉藤会長  石山委員  松浦委員  田中委員  蔦 委員 

三好委員  二木委員  東福委員  佐々木委員 野呂委員 

若山委員  松本委員  成田委員 

           （計１３名） 

 

・報道関係  函館新聞社 

                 （計１社） 

欠席委員 藤原副会長 竹内委員                   （計２名） 

事務局 

出席者 

職氏名 

 坂本 幸春 恵山支所長 

 沢田 弘政 恵山支所地域振興課長 

 成田 正義 恵山支所保健福祉課長 

安田 政信 恵山支所産業課長 

笹田 英一 恵山支所建設課長 

小田 千里 恵山支所住民サービス課長 

 大坂 光秋 恵山教育事務所長 

 高  裕彰 恵山病院事務長 

川口  悟 恵山支所地域振興課主査 

田中 瑞穂 恵山支所地域振興課主査 

松本 光隆 恵山支所地域振興課主事 

田中 修一 恵山支所地域振興課主事 

 

 佐藤 洋一 企画部地域振興室長 

 小玉 亮  企画部地域振興課主事 

 

斉藤 真博 病院局管理部長 

渡辺 史郎 病院局管理部次長 

藤田 公美 病院局管理部経理課長 

桐澤 武磨 病院局管理部経理係長 

 

（計１８名） 
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１ 開 会（１４時００分） 

  

２ 会長あいさつ 

斉藤会長 （あいさつ） 

 

３ 出席委員の報告 

斉藤会長 それでは，ただいまから，平成１９年度第３回函館市恵山地域審議会を開

催する。 

会議次第の３ 出席委員の報告について，本日の出席委員は１３人と，過

半数を超えているので，地域審議会の設置に関する規程第８条第３項の規定

により，会議は成立した。 

４ 議 題 

斉藤会長 

 

 

 

松本委員 

 

 

斉藤会長 

 

 

松本委員 

 

 

 

 

二木委員  

 

 

 

松本委員 

 

 

 本日の会議には病院局の職員が出席しておりますのでお知らせします。 

 なお、病院局の方については後ほど自己紹介と説明をいただく予定となっ

ております。 

 

議長、その前に今日の議題について４の病院事業についてとあるが、これ

は、病院の説明を聞くということなのか 

 

今回の地域審議会の前に病院の説明会が行われましたので、その報告につ

いて行う予定です。 

 

それは、この地域審議会の趣旨に沿わないのではないか。この間地域審議

会で恵山病院の経営状況などについての意見はあったが、現状説明報告など

はなかった。病院局からの説明は他でもされているがそれと同じ内容なので

あれば重複するだけで、意味がないのではないか。 

 

議長、私自身病院の地域説明会には出席できなかったこともありますが、

病院の話は最も地域で注目されている問題であることから、是非この間の経

過説明については、お聞きしたいと思います。 

 

病院に関する説明会の経過説明でおわるのか、それとも２度の説明会と同

じ内容をこの場で説明して理解を求めようとするものなのか。そこをはっき

りして欲しい。 
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三好委員 

 

 

 

 

 

坂本支所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉藤会長 

 

 

事務局 

 

 

斉藤会長 

 

 

 

 

 

斉藤会長 

 

議長、私自身も地域説明会について１回目しか出席しておらず、２回目が

欠席だったので、その後の内容もわかりません。この間の経過については知

りたいと思いますし、病院局主催で実施した地域説明会と当地域審議会は別

のものと理解しておりますので、改めて説明を受けても構わないと考えてお

ります。 

 

松本委員からお話のありました、地域審議会の趣旨に沿うのかいうご指摘

につきまして、地域審議会の設置についてはその役割ということで４点規定

されておりまして、一つは合併建設計画の変更に関すること。そして合併建

設計画の執行状況に関すること。当該地域においてのみ行われる事務事業に

関すること。その他対象地域の振興に関する事項。となっており審議や答申、

意見を述べることができる。となっております。 

組織上、病院の事業については病院局が所管しており、私のほうから詳細

についてお伝えしにくい部分もあります。 

しかし、病院については地域にとっても大事な問題であります。前回、前々

回の地域審議会においてもいろいろと議論があったところでございます。 

今回病院局主催の地域説明会が２度開催され、最初の説明会では地域審議

会委員の皆様にもご案内を差し上げたところです。その後広く住民を対象と

した２度目が開催され、その２回の説明会で出された意見等がまとまり、地

域審議会への報告を致したいとのことで、本日病院局の職員に出席をいただ

いております。このため、この場で賛成、反対等の意見を述べるのではなく、

２回開催された説明会の経過説明を行う場ということでご理解願いたい。 

 

（１）前回の意見等の集約結果と取組状況について 

 

それでは、会議次第の４ 議題(1)前回の意見等の集約結果と取組状況に

ついて事務局から説明させる。 

 

（説明） 

 前回の意見等の集約結果と取組状況について 

 

何か質問，意見はないか。 

 

＜委員から、なしの声＞ 

 

（２）平成２０年度事業計画（案）について 

 

続いて，議題(2)平成２０年度事業計画（案）について事務局から説明さ
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事務局 

 

斉藤会長 

 

野呂委員 

 

安田課長 

 

 

 

野呂委員 

 

 

 

小田課長 

 

 

 

二木委員 

 

 

 

 

坂本支所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中委員 

せる。 

 

（説明） 平成２０年度地域事業別計画（案）について 

 

 何か質問，意見はないか。 

 

 漁業後継者対策については、どのような事業を実施しているのか。 

 

 目的としては２点ありまして、一つは漁業就業促進をはかるための資格取

得に対しての補助、もう一つは後継者対策として各種団体及び研究機関の研

修に対する補助となっています。 

 

 わかりました。 

また、コミュニティ施設整備事業について予定されていますが、建設に当

たっては駐車場の確保をお願いしたい。 

 

 現在の日ノ浜会館と旧日ノ浜保育所の用地、併せて約４千平方メートルの

土地がございますので、駐車場のスペースについては十分確保できるものと

考えております。 

 

 建物の面積については、資料によると８３５平方メートルとなっている

が、以前の審議会では規模が縮小される可能性もあると支所長からの話があ

ったと記憶しているが、規模についてはこの資料のとおりで進む予定か確認

したい。 

 

 コミュニティ施設整備については、長年の懸案でありまして庁内検討の段

階において規模縮小の話があったことも事実でございます。 

しかし、恵山地域については大きな集会施設がない状況であることから、

一定程度の施設規模を確保しなければならない、最低でも現有規模は確保し

ていただきたいと訴えて参りました。 

 また、建設される施設については使い勝手が大事であり、皆さんからの意

見もいただきたいと思っています。 

 同規模の施設が北斗市の茂辺地地区に数年前に建設されており、日ノ浜町

内会・古武井町内会の方には参考施設として見学をして頂いたところです。 

今後、地質調査等を終えて原案ができあがりましたら、皆さんにもお示し

をして、ご意見をいただきより使いやすい施設建設をしていきたいと考えて

います。 

 

 コミュニティ施設についてですが、以前は各地域会館で室内ゲートボール
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小田課長 

 

 

佐々木委員 

 

 

 

 

 

 

成田課長 

 

 

松浦委員 

 

 

笹田課長 

 

 

 

 

東福委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成田課長 

 

 

 

に使用できていたが、今は施設も新しくなり使用できなくなってきている。

今回のコミュニティ施設については、室内ゲートボールの使用は可能なのか 

 

 ゲートボールのお話でありますが、体育施設ではなくコミュニティ確保の

ための施設ということで、ゲートボールの使用はできないと思います。 

 

 福祉の件について、一人暮らしの高齢者の方には緊急通報システムの電話

の設置がありますが、高齢者より若い世代で、一人暮らしの体の調子が不調

がある方は、「何かあったとき、どうすればよいか不安だ。」という声も聞

いている。合併以前、そのような世帯に電話をかけて話をし、不安を少しで

も解消する活動があったが、今は行われていない。街にはガイドヘルパーな

どの方もいるが、この地域にはそのような方がいるのだろうか。 

 

 今、ご指摘のありました高齢者よりも若い世代の一人暮らし世帯について

は、民生委員等を通じて、高齢者と同様の対策を講じております。 

 

 つつじ公園の草刈りについては、効果的につつじまつりの後に実施して頂

くよう要望します。 

 

 松浦委員より草刈りについては、以前にもご指摘がありましたが、昨年は

ボランティア活動によりつつじ祭り以後にも実施しております。平成２０年

度についてもご意見を尊重しながら、昨年と同様つつじまつり以後にも実施

していきたいと考えています。 

 

 先ほど佐々木委員から、安否確認についてお話がありましたが、当恵山地

域には社会福祉協議会の下部団体に恵山懇話会というのがあります。構成メ

ンバーは、民生委員・女性会・ボランティアの方々がおり、報告も含めて年

２～３回の会議を持ちながら活動を行っています。 

 先ほど高齢者より若い世代の方のお話もありましたが、恵山懇話会では、

年齢によらず一人暮らし世帯には安否確認という活動をしておりますが、個

人情報保護法の施行後、このような一人暮らし世帯について情報を得にくい

状態となっています。個人情報保護法に抵触しない範囲で、市の福祉担当か

らの情報提供はできないものか。差し支えなければ今後の方向性でもお話い

ただきたい。 

 

 個人情報保護法の関係で、個人の情報提供について行政側からとしても困

難な状況でもあります。民生委員の方は地域を巡回していることから、総体

的には民生委員からの情報を元にしながら、それらの対策を講じていかなけ

ればならないと思いますのでご理解をいただきたい。 
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坂本支所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中委員 

 

 

 

坂本支所長 

 

 

 

 

 

松本委員 

 

 

 

高事務長 

 

 

 

松本委員 

 

 

 

 

三好委員 

 

 

 

 

 東福委員からお話のありました件については、函館市としても一番大きな

問題でありまして、特に今問題となっているのが災害時に手当が必要な方の

把握をどのようにしていくか。全国の自治体でもいろいろな取り組みを進め

ているところであります。 

函館市においても、各部署において個人情報を持っておりますが、目的以

外に個人情報を使用してはならないという法の趣旨から、本人から同意をい

ただく方法など、庁内で検討が始まったところです。 

 しかし、全市的に対象者が数万人となり一人ひとりから同意を得る方法に

ついては、膨大な事務量となることなどから、さらなる検討を進めていると

ころでありますので、ご理解をお願いしたい。 

 

 観光について、つつじまつりは有名になっているが、以前秋には紅葉まつ

りを実施していた。昨年の秋は紅葉が素晴らしかった。恵山の紅葉について 

もっとＰＲしてもよいのではないか 

 

 昨年の秋紅葉が真っ盛りの際、恵山の山に登り海向山（かいこうざん）を

望む方向の素晴らしい紅葉を確認しております。今現在秋のイベントは開催

されておりませんが、今年つつじまつりが４０回目ということで、大きく宣

伝を予定しており、その中で秋の紅葉についても宣伝をしていきたいと思っ

ております。 

 

 病院事業の中で、１３，０００千円の機器購入が予定されておりますが、

昨年も人工透析の機器を購入したが、あまり価値が発揮されていないとのこ

とだが、平成２０年度の機器購入については誰が要望したのか 

 

 医療機器の購入については、病院を利用している患者に対して医師が必要

と判断して要望しております。平成２０年度は３点の機器購入を予定してお

り、そのうち２点については老朽化に伴う更新を予定しております。 

 

 患者のために機器を購入したいというのは理解できる。しかし、病院の経

営状況を改善しないで機器を購入しても、他の民間病院へ患者が流れている

ことについての追跡調査もしていない状況であっては、患者が増えなければ

意味がないのではないか。 

 

 会長、当審議会の中で委員として質問や意見等述べることは自由である

が、その発言が当審議会の趣旨に沿うのか沿わないのか判断した上での発言

を求めます。貴重な時間を経過するばかりになってしまうので、これ以降の

議事進行について会長の取り計らいをお願い致します。 
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斉藤会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

斉藤会長 

 

松本委員 

 

 

事務局 

 

 

 

斉藤会長 

 

 

 

 

 

斉藤会長 

 

 

 

病院局 

 

 

 

病院局 

（藤田経理課長） 

 

 

 三好委員からの発言については貴重なご意見として受け止め、次の議題に

入りたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

＜委員一同から「はい」＞ 

 

（３）平成２０年度地域審議会開催スケジュール（案）について 

 

それでは，議題(3)平成２０年度地域審議会開催スケジュールについて事

務局から説明をお願いします。 

 

（説明）平成２０年度地域審議会開催スケジュール（案）について 

 

ただいまの説明について何か質問ございますか 

 

 次年度の委員については１５名全員が公募方式となるのか、それとも今ま

でどおり団体からの推薦による選出委員と公募委員の方式となるのか。 

 

 現在１５名の委員中公募委員は２名となっています。選出方法については

１０月までに検討をしていきたいと考えておりますが、基本的には今までと

同様の選出方法の予定です。 

 

 そのほか、何かございますか。 

 

＜委員一同 「なし。」の声＞ 

 

（４）地域振興全般に係る意見交換について 

 

それでは，議題(4)地域振興全般に係る意見交換に入ります。その１病院

事業について、病院局の職員が同席しておりますので、過半の経過について

説明をお願い致します。 

 

（自己紹介） 斉藤 真博 病院局管理部長 

       渡辺 史郎 病院局管理部次長 

       藤田 公美 病院局管理部経理課長 

 

（説 明） 

それでは、私の方から説明させていただきます。お手元に配布しており

ます「病院事業の収支見通し（概要版）」に関わる地域説明会の経過につ
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いてご報告をさせていただきます。 

まず、お手元の資料に関しての説明でございますが、説明会に出席いただ

いた委員の方はご承知のことと存じますが、１～２ページには国と北海道の

動き、３～４ページには函館市の病院事業の現状と今後の対応、それから１

病棟化に伴う内容、５～６ページにつきましては収支見通しなどについて記

載してございます。 

 そのなかで、３ページに平成１９年度から平成２０年度にかけ特に重点的

に取り組む改善策の主なものとして、恵山病院では医療療養棟のみ６０床の

１病棟化、人工透析患者の確保といった２点を掲げております。 

二木委員さんには申し訳ありませんが、時間の関係上この資料の詳細な内

容についての説明は省略させていただきます。 

 

 それでは、これまで２回行われた地域説明会についてご報告させていただ

きます。 

 １回目は、２月１９日（火）午後６時から恵山支所２階大会議室におきま

して、恵山地域審議会委員の皆様、町内会役員の方々、及び「地域医療を守

り福祉のまちづくり推進市民の会」の方々にお集まりいただき、合計４１名

のご参加をいただきました。 

説明会の冒頭、病院局の方からお手元の「病院事業の収支見通し（概要

版）」につきまして、主に恵山病院に関わる部分を中心にご説明をさせて

いただき、その後皆さんからご意見・ご要望をお聞きいたしまして、１３

名の方が発言されました。代表的なご意見・ご要望と致しましては、 

「経営規模が縮小されているがもっと縮小になるのではないか。」 

「安心して診療を受けられないと患者の減少につながると思うので、現状の

ままでよいのではないか。」 

「医療収益に対して職員給与費が多い。人件費の削減が必要ではないか。」 

「病院がなくなるのが一番心配である。いくらまでの赤字なら市の病院とし

て存続が可能なのか。」 

という意見などが出され、私どもの方から、 

「この度の１病棟化は、極力地域への影響を少なくし１次の医療をきちんと

守るために提案しているものであり、将来に向けた抜本的な改善策は平成２

０年にまとめる改革プランの中で整理して参りたい。赤字の額についても、

改革プランにおいて一般会計負担の考え方を整理する中で、一般会計からど

れだけ繰り出しできるかについては、市民の理解を得て判断すべきものであ

る。」 

とお答えをしたところでございます。 

また、（参加者から） 

「今回の提案は地域医療を残したいという提案であり、本来なら撤収すると

ころを６６床から６０床の療養病床にしたものだと認識している。」 
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斉藤会長 

 

二木委員 

 

 

というご意見もございました。 

 

 次に、さらに広く地域住民の皆さんに説明させていただき、ご意見を賜り

たいと考え、３月１９日（水）午後６時から日ノ浜会館講堂におきまして、

恵山地域の全住民を対象として説明会を開催させていただいたところでご

ざいます。合計２５名のご参加をいただき、１０名の方が発言されました。

その代表的なご意見・ご要望と致しましては、 

「かつては黒字だったのに、現在経営状況が悪化している。」 

「地域住民が頼りにする病院には、必ずしもなっていない。」 

「経営改善のためには１病棟化の前に、体制の改善など内部努力が必要だ。」 

「地域の理解がない中、１病棟化を４月１日に実施するのか。」 

というご意見が出され、私どもの方から、 

「病院の内部努力は進めます。しかし２病棟を維持するのは看護師の体制も

あり、経営的にも厳しい。」 

「診療に極力支障のないように工夫をしているので、１病棟化にご理解をい

ただきたい。」 

「４月１日の実施については困難と考えている。」 

「今後、地域審議会や議会で議論をしていただく。」 

というふうにお答えをしております。 

また、（参加者から） 

「現在恵山病院を利用しており、今いる医師には信頼をおいている。」 

「今後、在宅医療を強化して欲しい。」 

というご意見もございました。 

以上が、説明会の状況でございます。病院局と致しましては、１病棟化に

ついての説明は尽くしたつもりではございますが、１病棟化の是非以外の議

論もでており、地域の理解を得るには至っていないものと認識しておりま

す。 

ただ、この点に関しましては現在の医師・看護師不足など、医療を取り巻

く状況を考えますと対応が非常に難しいものと考えております。 

今後、市議会の方にも報告をさせていただき、議論をしていただくととも

に、恵山地域の方々との話し合いのあり方についてもあらためて検討をして

参りたいと考えておりますのでよろしくお願い致します。以上でございま

す。 

 

 ただいま、報告・説明がありましたが何かございますか。 

 

確認させていただきたいのですが、収支が合わないので一般病棟を廃止し

て人件費の削減等を図り収支改善を図るとのことだが、今よりは収支改善が

できるという判断ができていると判断してよいか。 
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 また、住民説明会については地域住民の理解が得られるまで続けていくの

か。地域住民の理解が得られない場合でも、議会等での判断が必要な時期が

あると思うし、議会の判断が優先されるとは思うが、その際にも病院局から

地域住民に対して説明をお願いしたい。 

しかし、判断が後になればなるほど収支改善が遅れていくことにより、病

院の赤字が解消されないため一般財源を充当せざるを得ない場合、地域要望

はあるが函館市民全般としての理解が得られるのか。その結果、閉院となる

心配はないのか。地元としては最低限日常の診療を守っていただきたい。 

 

二木委員からのご質問についてですが、まず１点目私ども今回提案させて

いただいている内容については地域医療を経営的に今後どのように守って

いくか。そのためには、どういう方策が必要であるか。そしてその地域医療

を守るという観点と、国のガイドラインによる方針が示されており、収支の

状況について改善も強く求められている。２軸相反する問題でもありますが

これについては両立をさせる必要がある内容があることから、平成２０年度

に取りまとめていただく公立病院の改革プランの前に先だって、何とか平成

１９年度、平成２０年度に改善を図る方策がないのか、と検討した結果とし

て１病棟化という案をお示し致しました。もちろんこの案を示すに当たって

は病院局内でも相当の検討をさせていただきまして、地域の皆様が今の診療

をどのように行っているか、入院されている方、外来の方、急患の方、そう

いう方々に影響が極力少ない形、現状の医療を守れる形を検討した結果、ま

た一方では二木委員のおっしゃるとおり収支の改善ということも大きな柱

として（検討した結果であるので）理解を得られるものと考えております。 

ただ、住民の皆さんの理解が得られれば４月１日から実施をさせていただ

きたいと考えておりましたが、今日はもう３月末ですが地域住民の皆さんの

理解が得られていない状況であることから、（１病棟化の）４月実施は見送

らざるを得ない状況であります。 

しかしながら、地域住民の皆様の理解を得て早い機会に（１病棟化）提案

の実施をし、経営の改善を図っていきたいと考えております。 

最後になりますけれども、このままの（収支）状態が続くとどのような状

況になるのか。ということでありますが、今回提案させていただいている１

病棟化あるいは人工透析患者の確保ということで、年間７千万円の効果が恵

山病院の分で見いだせると考えております。ですからそれが１年間先に延び

るということは、お示しした案よりも年間７千万円の収支が悪化していくと

いう状況になります。そのような流れの中で最も心配なのはこれからの診療

報酬の改訂の状況ですとか医療費がどのように変化していくのかというこ

とも視野に入れいかなければならないところですけれども、何とか地域の医

療を確保する、守るという視点でもって対応していきたいと思っているとこ

ろでございます。このことから二木委員のおっしゃる病院の廃院というよう
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二木委員 

 

病院局 

（ 斉 藤 管 理 部 長 ） 

 

三好委員 

 

 

なことにならないような方策について、私どもや議員の皆さんも含め、検討

し議論していく必要があると考えております。以上です。 

 

（病院局としては）引き続き努力して地域住民の理解を得ていくための説

明会を開いて、意見を聞いていくという理解でよろしいか。 

 

この間２回実施した説明会の内容については、前段で触れさせていただい

た所ですが、住民の理解を得ていきたいと考えてはおりますが、この地域説

明会のあり方についても、２月２９日に市議会議長宛に（市民の方から）陳

情書が提出されております。この陳情者の方々との協議等も含め、地域説明

会のあり方についても検討させていただき、早急に（説明会の）実施をして

参りたいと考えております。 

 

南茅部病院の方では概ね合意が得られたというふうに聞いておりますが、

恵山病院は理解が得られず、南茅部側は理解が得られたとすれば、一方の病

院の１病棟化を先行して実施するのか。 

 

南茅部病院の提案は、３７床の一般病床、２２床の療養病床、合わせて５

９床について、医師、看護師の確保等の問題から２２床の療養病床を休止さ

せていただいて、一般病床３７床で運営していく、つまり恵山病院が療養病

床に特化して、南茅部病院が一般病床に特化して運営していくという内容で

提案させていただいております。 

実施時期につきましては、前段申し上げておりますが、住民の理解が得ら

れることが前提と認識しておりますことから、各地域の方と十分話し合って

いきたいと考えております。 

 

南茅部では４月から提案の内容について始まるということですか。 

 

先般南茅部地区で開かれた説明会において、４月からの実施は見送らざる

を得ないとお答えをしたところでございます。 

 

（南茅部では）合意が得られたということではないのですか。 

 

はい、そうです。 

 

 

地域審議会の１委員として意見を申し述べさせていただきます。病院事業

は公営企業であり収支の改善を求められるのは理解できるが、地域住民の意

見としては、企業会計云々よりは今まで通りの診療を受けられるのかどう
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か、また事故などによる緊急時の１次医療、応急処置を受けられる所がある

のかないのかということが絶対的な条件である。その次に病気、あるいは入

院（の受け入れ）ということが重要であると思う。赤字云々というが、病院

事業が福祉事業の一環ととらえるならば、赤字がどこまで許されるのか。私

としては赤字の話よりも緊急時の１次医療の確保、その次に日常の診療や入

院の確保をお願いしたい。 

 

三好委員がおっしゃるとおり、私どもが今般考えさせて頂いたのは、１次

医療や救急医療についてどうやって守るっていくかということであります。

それから１次あるいは日常の医療については従前と変わりない形で検討さ

せて頂いたところでありますし、通常診療についての体制は確保できるとい

うことで今回提案させて頂いたところですので、その点についてはご理解を

お願いしたい。 

また、医療と福祉という関係についてはなかなか難しい面もあります。三

好委員もご存じのとおり、私どもはこれから情報開示等、いろいろあります

中で、国が示しているいわゆる自治体の連結決算ということが重くのしかか

ってきています。他の自治体のことではありますけれども、夕張市のような

問題が惹起しないような財政運営も求められています。財政運営を確立でき

ない限りは、自治体の再生団体となるような事は皆さんにとっても、地域に

とっても非常に不幸な事でありますので、そうならないようにすることを考

えている。それは普通会計であろうが特別会計であろうが企業会計であろう

が同様に待ったなしの状態です。 

（三好委員の発言は、そういった事を）ご理解の上でのご発言と理解して

おりますが、私どもも可能な限り、より収益性の向上に邁進して病院経営の

健全化を図ることが、地域の医療、つまり１次医療、救急医療、日常の医療

を守る事が大切と考えておりますので、何卒ご理解頂きたいと考えておりま

す。 

 

他に意見がないようですので、続いて地域振興全般、病院事業以外につい

て委員の方から何かご意見などありますか。 

 

 合併建設計画の中に掲載されている日浦海岸の離岸堤についてですが、

ここ数年海岸の浸食が進み少しの時化でも国道に越波状態となっている。 

 以前の審議会でもこのことについて所管する官庁や、地元の合意が得ら

れていないなど過去からの経過について説明がありましたが、少なくとも

合併建設計画に掲載されている事項なので、その後の経過について報告を

お願いしたい。 

 

松本委員からは以前にも越波についてのご発言がありましたが、その都度
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国道の管轄である函館開発建設部や海岸の管轄である土木現業所とは、協議

を行っており、どちらも地域の意見を十分考慮していきたいということであ

りました。 

しかし、国道の管理側としては消波ブロックを設置し、国道の安全を図る。

海岸の管理側としては、人家や倉庫などがなければ離岸堤の設置はできな

い。という回答になっております。 

 

それ以上進展していないということか。 

 

はい、それ以上は進展しておりません。 

 

つつじ公園の横の市道について照明がついたが、周囲の木の枝払いについ

てお願いしたい。また、恵山市民センターの駐車場を照らす照明が以前はあ

ったと思うが、今はなく真っ暗になっているので改善をお願いしたい。 

 

鹿の駆除について平成１７年に行われ、恵山地域で２１９頭の駆除がされ

た、トドマツの被害なども見受けられなくなった。これについてはお礼申し

上げたい。 

 

佐々木委員からご指摘のありました恵山市民センターの駐車場照明につ

いては、先般改修済みでありますので後日ご確認願いたい。 

 

他になければ、事務局から福祉バスの運行について説明をお願いする。 

 

（説明）福祉バスの運行について 

（～平成２１年度から４地域の運行基準を統一します～） 

 

何か質問等ありますか。 

 

＜委員一同，なし＞ 

 

委員の方からは発言ないようです。 

最後に支所長から発言頂きたいと思います。 

 

平成１９年度最後の地域審議会、平成２０年度の予算についても先般の議

会において議決されました。私が恵山支所に着任して１年が経過致しまし

た。この１年間、職員の協力や地域の皆さんのご協力を頂きながら何とかや

ってこれました。 

合併以前から懸案だったコミュニティセンターや保育園の改築について、
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予算の問題等もありますが平成２０年度の設計委託について予算が決定し

ました。今の予定では平成２１年度建設事業に着手し、平成２２年４月には

オープンできるようにしたいと思っております。 

この間、恵山支所の各課長には本庁の各部局と協議をして頂きましたし、

私が着任する以前から、住民の皆さんがいろいろと働きかけ頂いた事で、よ

うやく機が熟したものと思っております。しかし、皆さんのご要望にお応え

するということでは少し遅かったというご指摘もあるのかも知れませんが

何とか形になってきたと思っております。 

まだまだハードルは多く、来年度設計をする段階で皆さんからのご意見を

いろいろとお聞きしたいと考えております。特に保育園については、現在の

日ノ浜第２団地の一部を撤去して、そこに建設する予定になっており、先般

団地に住んでいらっしゃる方への説明会も行ったところです。撤去予定の団

地に住んでいる方については引っ越しも必要になりますが、了解を頂いたと

報告を受けております。また、「大澗保育園」と椴法華の「のばら保育園」

との統合についても、入園予定の保育園児をもつ恵山・椴法華両地域の保護

者の方々に対する説明会を行い、大きな反対もなく推移しているところで

す。今後は原案をお示しする中で、駐車場の確保などの要望について設計に

反映できるようにしていきたいと思っています。 

また、コミュニティセンターは地域における文化活動やコミュニティ活動

の拠点施設として、保育園と同様に原案が見えてきた段階でお示しをして、

使い勝手の良い施設にしていくためご意見等を頂きたいと考えております。 

新年度に向けて心機一転また頑張っていきたいと思っていますので今後

ともよろしくお願いします。以上です。 

 

以上で，本日の日程はすべて終了した。 

次回の開催は，７月を予定している。 

 日程，議題内容については，正副会長に一任願いたいと思うが，よろしい

か。 

 

＜委員一同，はいの声＞ 

 

平成１９年度第３回函館市恵山地域審議会を終了する。 

 

５ 閉 会（１５時２７分） 


